
注意
●製品をご使用前に必ず本書をお読みください。

●本書はいつでも活用できるように大切に保管してください。

保証書について
●本書の16ページに保証書が付属しています。お買上時、保証書に

　販売店印とお買い上げ年月日の記入手続きをお受けください。 1M23N06406

R



このたびは ATTACK-2ER をお買い上げいただきましてありがとうございます。
ご使用の前に、この取扱説明書をお読みのうえ、正しく安全にお使いください。

また、お読みになられたあとも大切に保管してください。

本書で使用されている専門用語については「用語説明」（16 ページ）をご覧ください。

●本書の内容の一部または全部を無断で転載しないでください。

●本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。

●本書の内容は万全を期して作成していますが、万一ご不明な点や誤り、記載もれなどお気づきの点がございま

したら弊社までご連絡ください。

●お客様が機器を使用された結果につきましては、責任を負いかねることがございますのでご了承ください。

用途、輸出、改造等に関するご注意
1.模型用以外に使用しないで下さい。

本説明書に記載されている製品は、日本国内の電波法で、用途が模型用に限定されております。

2.輸出する際のご注意

（イ）本製品を海外に輸出する場合、輸出する国の電波法で認可されていないと使用する

ことはできません。

（ロ）模型以外の用途で使用する場合、輸出貿易管理令で規制される場合があり、輸出許

可申請等の法的手続きが必要となります。

3.改造、調整、部品交換した場合のご注意

本製品を弊社以外で改造、調整、部品交換などの手が加えられた場合、一切の責任を負

いかねます。
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安全にお使いいただくために

表示の意味

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者または他
の人が死亡または重傷を負う危険が差し迫って生じることが想
定される場合。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者または他
の人が死亡または重傷を負う可能性が想定される場合。また
は、軽傷、物的損害が発生する可能性が高い場合。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者または他
の人が重傷を負う可能性は少ないが、傷害を負う危険が想定さ
れる場合。ならびに物的損害のみの発生が想定される場合。

意　味表　示

本書の中で次の表示がある部分は、安全上で特に注意する必要のある内容を示しています。

●同じ周波数で同時に走行
　（航行）させない。

●雨の日、水たまりの中、夜間は絶対に走行
（航行）させない。

電波が混信して暴走します。

装置内部に水が入り誤動作し
たり、見失ったりして暴走し
ます。

●次のような場所では走行（航行）させ
ない。
■他のラジコンサーキットの近く
（3km程度以内）
■人の近くや道路
■手漕ぎボートがいるような池
■高圧線、通信施設の近く

電波の混信などにより暴走したり、万一、プロポ
や車体（船体）の故障により暴走した場合、大ケ
ガをします。

●疲れているとき、病気のとき、酔っぱ
らっているようなときは走行（航行）
させない。

走行（航行）時の注意

 禁止事項

＊変調方式（AM、FMおよ
びPCM方式等）が違って
いても周波数が同じ場合は

混信します。

図記号： ；禁止事項 ；必ず実行する事項

集中力を欠いたり、正常な判断ができないため思
わぬ操作ミスをおかします。

いつも安全に製品をお使いいただくために、以下の点にご注意ください。

同周波の 
同時走行（航行） 

禁止 

夜間 雨 

走行禁止 
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 必ず実行する事項

●送信機のアンテナは全段
伸ばして使用する。

アンテナを縮めた状態で使用する
と、電波の到達距離が短くなり、
暴走します。

●走行（航行）前には必ずプ
ロポのテストを実行する。

プロポ、車体（船体）等のどこかに
一つでも異常があれば暴走します。

（簡単なテスト方法）

車体（船体）は助手の人に持ってもらうか、台の上に乗

せて走り出さないようにし、各舵を動作させてみて、追

従動作することを確認します。追従動作しなかったり、

異常な動作をする場合は、走行（航行）させないでくだ

さい。

●周波数を変更するときは、必ず本書に
指定されたFutaba純正クリスタルセッ
ト（送受信機用）を使用する。

他のクリスタルを使用する
と、全く動作できなかった
り、動作はできても電波の到
達距離が短くなり、暴走の原
因となります。

●送信機のアンテナがゆるんでいないか
確認する。

●使用中、使用直後には、エンジン、モーター、
FETアンプ等には触れない。

高温になっているためヤケドします。

●電源スイッチを入れるとき

●電源スイッチを切るとき

操作の順番を逆
にすると、不意
に車（ボート）
が暴走する危険
があります。

●プロポの調整を行うときは、必ずエンジンを停止
させた（モーターの接続を外した）状態で行う。

●走行（航行）する前に必ずトリムを合わせてくだ
さい。

走行（航行）中にゆるんで外れると送信不能とな
り暴走します。

不意に車（ボート）が暴走する危険があります。

●走行（航行）するときは送信機に周波数ボードを
必ず付ける。

トリムは、実際に走行（航行）するとき以外でも、ずらしてし

まうことがあります。トリムがずれた状態で、電源スイッチを

入れると、不意に走り出したりして大変危険です。

（トリムを調整するとき）

車体等は手に持つか、台の上に乗せて走り出さないよう

にしてから、電源スイッチを入れてください。

 禁止事項

 必ず実行する事項

送信機のスロットルスティックを停止側の
状態で、
1.送信機の電源スイッチを入れてから、
2.受信機側の電源スイッチを入れる。

エンジンまたはモーターを停止させた後、
1.受信機側の電源スイッチを切ってから、
2.送信機の電源スイッチを切る。

周波数を変更した場合は周波数ボードも替えてください。

全段 
のばす 

テストの 
実行 ●送受信機用ペアで使用 

純正クリスタル 
の使用 

  

 Tx Rx

Tx：送信機用 
Rx：受信機用 

電源ON時 

電源OFF時 

FP-R122JE
AM 2 CHANNEL RECEIVER

BEC

X'TAL
CH.2

CH.1

BATT
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ニッカド電池取扱上の注意
（ニッカド電池を使用する場合のみ）

●プロポ用ニッカド電池は、走行（航行）
前に必ず充電する。

●プロポ用ニッカド電池の充電は、別売
りの専用充電器またはプロポ用の急速
充電器を使用する。

規定値を越える充電は、異
常発熱、破裂、漏液等によ
り、ヤケド、火災、ケガ、
失明等を引き起こします。

●ニッカド電池の接続コネク
タの端子をショートさせな
い。

専用充電器 
の使用 

Futaba純正 

衝撃禁止 

●走行（航行）させないときは、必ず走行
（航行）用ニッカド電池を外しておく。

走行（航行）中に電池がなくなると暴走する危険があ
ります。

接続したままにしておくと、不意に車（ボート）が暴
走する危険があります。

ショートすると発火、異常発熱等に
より、ヤケドしたり火災を引き起こ
します。

●ニッカド電池は、落下させるな
どの強い衝撃をあたえない。

ショートして異常発熱したり、壊れて電解
液が漏れると、ヤケドしたり、化学物質に
よる被害を受けます。

 必ず実行する事項

 禁止事項

保管・廃棄時の注意

●プロポ、電池、車体等を幼児の手の届
く所に放置しない。

触って作動させたり、電池をなめたりすると、ケ
ガをしたり、化学物質による被害を受けます。

●電池を火の中に投入したり、加熱した
りしない。また、分解したり、改造し
たりしない。

破裂、異常発熱、漏液等により、ケガ、ヤケド、
失明等をします。

●走行（航行）させない場合は、プロポ
用ニッカド電池を放電させた状態で保
管し、次の走行（航行）前に充電する
ようにする。

ニッカド電池の放電が浅い状態で充電を繰り返す
ことが多いと、ニッカド電池のメモリー効果に
よって、充電を行っても走行（航行）可能時間が
極端に減少することがあります。

 禁止事項  必ず実行する事項
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　＜ニッカド電池の電解液について＞

ニッカド電池内の電解液は強アルカリ性のため、電解液が目に入ったと
きは、失明の恐れがあります。こすらずに、すぐにきれいな水でよく洗
い流した後、直ちに医師の治療を受けてください。また、電解液が皮膚
や衣服に付着したときは、皮膚に障害を起こすおそれがありますので、
すぐにきれいな水で洗い流してください。

●プロポは次のような場所に保管しない。

・極端に暑いところ（40℃以上）、
　寒いところ（-10℃以下）。
・直射日光があたるところ。
・湿気の多いところ。
・振動の多いところ。
・ほこりの多いところ。
・蒸気や熱があたるところ。

上記のようなところに保管すると、変形や故障の原因と
なります。

●長期間使用しない場合は、ニッカド電
池を送信機や車体（船体）から取り出
して、湿気の少ない場所に保管する。

そのまま放置すると、電池の漏液により、送信機や
車体（船体）の性能や寿命を低下させます。

　＜ニッカド電池のリサイクルについて＞

使用済みニッカド電池は貴重な資源です。端子部分にテープを貼るな

どの処理をして、ニッカド電池リサイクル協力店にご持参ください。

 禁止事項  必ず実行する事項

その他の注意

●燃料、廃油、排気等を直接プラスチック部
分にかけない。

そのままにしておくと、プラスチックが侵され、破損し
ます。

●送信機、受信機、サーボ、FETアンプ、
ニッカド電池その他オプションパーツ
は、必ずFutaba純正品の組み合わせで
使用する。

Futaba純正品以外との組み合わせにより発生した損
害等につきましては、当社では責任を負いません。
取扱説明書およびカタログに記載されているものを
使用してください。

 禁止事項  必ず実行する事項

純正品を使用 

FP-R122JE
AM 2 CHANNEL RECEIVER

BEC

X'TAL
CH.2

CH.1

BATT
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セット内容

送信機

受信機

サーボ

その他

箱を開けたら、まず次のものがそろっているか確かめてください。セットによって、内容

が異なります。

T2ER（x1）

S3003（x2）

FET アンプ MC331CR（x1）

スイッチ

電池ホルダー

S3003（x1）

周波数ボード（x1）、取扱説明書（本書）

●セット内容に、不足や不明な点があるときはご購入店にお問い合わせください。

ミニドライバー

お使いになる前に

MC231CR（x1）

R152JE（x1）

受信機 R152JE

●出力コネクタ

　"CH.2"：スロットルサーボ

　"CH.1"：ステアリングサーボ

●電源接続コネクタ（"BATT."）

●クリスタル

サーボ S3003

●サーボホーン ●取り付け用フランジ

●受信機へ

2 サーボ付
セット

MC231CR 付
セット

MC331CR 付
セット

電動／
エンジンカー用 電動カー用

<27MHz>

<27MHz>
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各部の名称／取り扱い方

送信機 T2ER

FETアンプ MC231CR/MC331CR

 

クリスタルカバー 

ステアリング 
　　トリム 
（12ページ） 

ステアリング 
　　スティック 

スロットル 
　　スティック 

電源スイッチ 

バッテリーレベルインジケーター 

スロットル 
　　トリム 
（12ページ） 

＊左右に曲がる操作
　を行います。 

＊右側にスライドさ
せると電源が入りま
す。 

＊車がまっすぐに走
　るように調整しま
　す。 

＊2つのLEDで電池の残量を表示します。 
＊赤のLEDが点滅し始めたら電池を交換して
　ください。 

アンテナ サーボリバーススイッチ 
（12ページ） 

＊前進、バックの操
　作を行います。 

＊クリスタルを交換するときに
　引き抜きます 

＊車が走り出さない
　ように調整します。 
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乾電池の取扱い （単3型乾電池8本使用）

乾電池の交換方法

1バッテリーカバーを図の矢印の方向に
スライドさせて開ける。

2古い乾電池はすべて取り出す。

3新しい乾電池を極性表示の方向に合わ
せて入れる。

4バッテリーカバーをスライドさせて閉
める。

●乾電池は＋－を正しく入れる。

極性を間違えると送信機を破損します。

●使用しないときは乾電池を外してお
く。

万一、液もれしたときはケースや接点に付いた液
をよく拭き取ってください。

＜乾電池の処理方法について＞

使用済みの乾電池の処理方法は、お住まいの

地域により異なります。お住まいの地域の処

理方法に合わせ、正しく処分してください。

●バッテリーレベルインジケーター（

LED）の緑が消え、赤が点滅したらすぐ

に乾電池を新品と交換してください。

電源スイッチを入れて、バッテリーレベル

インジケーターの２ヶの LED が点灯する

ことを確認してください。

電圧が上がらない場合は、接触不良や、極

性違いをチェックしてください。

＜確認＞

＜バッテリーアラーム表示＞

バッテリー交換方法

 必ず実行する事項

バッテリーカバー 

赤 緑 

バッテリーレベル 
インジケーター 
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受信機・サーボの接続方法

受信機、サーボ等の接続および組込は、次のページの”組込時の安全上の注意”に従って

行ってください。

組込／調整方法
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コネクター／クリスタル接続 サーボの動作巾

●受信機、サーボ、電池等の接続コネク
ターおよびクリスタルは奥まで確実に
挿入する。

走行（航行）中に、車体（船体）の振動等でコネ
クターまたはクリスタルが抜けると暴走の危険が
あります。

受信機の防振／防水

（車の場合）
●受信機は厚手の両面テープで固定し、
防振対策を行う。
（ボートの場合）
●受信機はスポンジゴム等で包んで防振
対策をする。また、ビニール袋等に入
れて、防水対策を行う。

強い振動やショックを受けたり、水滴の侵入に
よって誤動作すると暴走します。

●各舵のサーボを動作巾いっぱいに動作
させてみて、プッシュロッドがひっか
かったり、たわんだりしないように調
整する。

サーボホーンに無理な力が加わった状態が続く
と、サーボが破損したり、電池の消耗が早くなっ
て暴走の危険があります。

モーターのノイズ対策

●走行（航行）用モーターには、必ずノ
イズ取りのコンデンサーを取り付け
る。

ない場合、ノイズの影響で、走行（航行）可能範
囲が狭くなり、暴走の危険があります。

組込時の安全上の注意

その他のノイズ対策

●車体（船体）に、振動で金属同士が接触するよう
な部分がないように整備する。

サーボの取り付け

●サーボは防振ゴム（ラバーグロメッ
ト）を介してサーボマウント等に取り
付ける。また、サーボケースがサーボ
マウント等の車体（船体）の一部に直
接触れないように搭載する。

サーボケースが直接車体（船体）に触れていると、
振動が直接サーボに伝わり、その状態が続くとサー
ボが破損し暴走します。

 必ず実行する事項

 禁止事項

FETアンプ

●ヒートシンク（放熱板）は、アルミや
カーボンシャーシ等の電気を通すもの
に触れないように取り付ける。

走行（航行）中に触れて、他の回路とショートし
た場合、暴走します。

受信機アンテナ

●切断したり束ねたりしない。
●サーボのリード線と一緒に束ねない。
●モーターや動力バッテリー等の大電流
が流れる部分（配線を含む）に近づけ
ない。（1cm以上離す）

切断したり、束ねたり、ノイズ源に近づけると、受
信感度が下がって走行（航行）範囲が狭くなり、暴
走の原因となります。

＊ノイズは金属やカーボン等の電気を通すものを伝わってく

るので、それらのパーツからも離してください。

このような部分があると、受信特性に影響を受け、走行（航行）
可能範囲が狭くなり、暴走の危険があります。
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FET アンプ MC231CR / MC331CR の調整

＊アンプの調整は付属のミニドライバーで調整します。

プロポの調整

＊ここでのセッティング時、動力モーターは接続しないでください。

1受信機、サーボ等が接続された状態で、送受信機の電源
スイッチを入れる。

2送信機のトリムをセンターにする。
3この状態で、模型のマニュアルに指
定された方向にサーボホーンを取り

付ける。

1サーボの動作方向が模型の指定と逆の場合、リバースス
イッチで反転する。

●サーボがニュートラル位置に

移動します

サーボホーンの取付け方

サーボの動作方向を反転する場合

スロットル ステアリング 
N：ノーマル側 
R：リバース側 

MC231CR/MC331CR

各ポイントを設定する前に、送信機のスロットルチャンネルの舵角調整（EPA）は
ハイ側、ブレーキ側ともに100%に、また、トリムをニュートラルにします。
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ステアリングトリム

機能説明

ステアリングトリムを右または左に操作することにより、ス

テアリングのニュートラル調整ができます。

アドバイス
車体を組み立てる際にトリムがセンターの状態で、サーボホーンと車体側の

サーボセーバーホーンが平行になるようにサーボホーンの穴の位置および

ロッドの長さを調整してください。また、ダイレクトサーボセーバーホーン

を使用する車体の場合は、トリムがセンターの状態でできる限りニュートラ

ルに近くなるように、ダイレクトサーボセーバーホーンを装着して下さい。

トリム動作と最大舵角の関係
トリムの動作は全体が変化しますので、トリム操作した場合は最大

舵角も変化します。

トリムの設定量が大きくなってしまったとき
トリムの調整量が極端に右側または左側に移動してしまう場合は再

度車体のリンケージを修正してください。

スロットルトリム

スロットルトリムを上または下に操作することにより、ス

ロットルのニュートラル調整ができます。

アドバイス
電動カーでＦＥＴアンプを使用する場合は、トリムをセンターに設定しＦＥ

Ｔアンプ側でニュートラルの調整をして下さい。またエンジンカーの場合は

エンジンの調整説明書に従い、トリムがセンターの状態でキャブレターが全

閉になるようにスロットルのリンケージを調整して下さい。

トリム動作と舵角の関係
トリムの動作は全体が変化しますので、トリム操作した場合はブレーキ

（バック）側の最大舵角も変化します。

トリムの設定量が大きくなってしまったとき
トリムの設定量が極端に前進側またはブレーキ（バック）側に移動してしま

う場合は再度車体のリンケージを修正してください。

サーボリバース

ステアリング、スロットルの動作方向を反転する機能です。

ただし、トリムの設定位置がセンターからずれている場合、センターを境に

反対側にずれます。

ステアリングトリム 

90° 90° 平行 

サーボセーバー ダイレクトサーボ 
セーバーホーン 

スロットルトリム 

（ドラムタイプ） 

（スライドタイプ） 

キャブレター全閉状態 

スロットル ステアリング 
N：ノーマル側 
R：リバース側 
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スロットルスティックのニュートラル位置変更

FETアンプ使用時などで、スロットルスティックの前進側の

ストロークを操作フィーリング上、大きくとりたい場合に変

更します。（出荷時、ニュートラル位置はセンターに設定さ

れています）

1送信機裏面のビス（４箇所）を外して、表ケースを上
にして開ける。

●このとき電源スイッチカバーも外れます。

●送信機内部のスティックは、はめ込み式のため、表ケースを下

にして外すとスティックが抜け落ちてしまいます。

2スロットルスティックを取り出す。
●配線に無理な力がかからないように作業を行います。

3スロットルスティックの設定レバーを（2:1）側へ移動
する。

●2:1 から 1:1（ニュートラルがセンター）にもどす場合は、ス

ティックレバーをハイ側に押した状態で設定レバーを1:1 側にも

どしてください。そのままでは設定レバーは動きません。

4スティック、表ケースを元の位置にはめ込み、裏面の
ビスを締め、電源スイッチカバーをはめ込む。

●スティック配線およびLEDに注意しながら、ケースを閉めてくだ

さい。

スロットルスティックのラチェットタイプへの変更

スロットルスティックをセルフリターンタイプから任意の位

置で止まるラチェットタイプにする場合に変更します。

（ケースの開け方はこのページの「スロットルスティックのニュー

　トラル位置変更」をご覧ください。）

1スプリングとスイング・アー
ムを取り外す。

2ラチェット板をネジ止めす
る。

●この改造にはラチェット板（別売）が必要です。

裏ケース止めビス 

設定レバー 
（スロットルスティック） 

1 : 1 側 2 : 1 側 

 

スプリング 

スイングアーム 

ラチェット板 
ビス 

（別売） 
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MC231CR/MC331CR機能



故障修理を

依頼されるときは

●長くご愛用の結果、または、突発的
な事故および自然故障などのトラブ
ルにより故障修理を依頼される場合
は、その故障状況を出来るだけくわ
しくレポートして下さい。
　修理箇所のポイントを早く確実に知
ることができるので、修理期間が短
くなります。
●弊社の責任による故障と認められる
場合は、保証書の規定に従い無償に
て修理いたします。
●機器に手を加えたり、分解された場
合は、保証期間中であっても無償修
理はいたしかねます。

保証規定

この保証書により、本製品を下記の通り保証します。
（日本国内においてのみ有効です。）
1.本保証書に記入された型名の送信機、受信機、サーボを保
証致します。
2.本保証書により、正常な使用状態において製造上の責任に
よる故障は、お買上げ日より6ヶ月（180日）以内、弊社
にて無償修理を致します。但し、機体、エンジンその他の
保証についてはご容赦願います。なお、修理依頼の際、本
保証書を修理依頼品に必ず添付し、お買上げ店、または取
扱い説明書に記載されている、最寄りの弊社ラジコン・
サービスセンターにお送りください。
3.保証期間内でも、次の場合は保証の対象にはなりません。
(1)使用上の誤り、または操作の過失、または事故により発
生した故障と認められた場合
(2)電気的、機械的に変更、または手を加えられた場合
(3)弊社、または弊社ラジコン・サービスセンター以外で修
理、改造された場合

(4)本保証書を紛失した場合
(5)修理依頼の際に本保証書が添付されない場合
(6)輸送中の事故、またはこれに起因する故障、損傷の場合
(7)火災、天災、地震等による故障の場合
(8)保管上の不備（高温多湿の場所、ナフタリンや樟脳、その
他の薬品等、製品に損傷を与える場所での保管等）や手入
れの不備による故障の場合
(9)販売店名、お買上げ日等の記入がない場合、また、これの
記載事項を訂正された場合
4.お買上げ店、または弊社ラジコン・サービスセンターにご
持参、またはお送りいただくに際しての諸費用は、お客様
にご負担願います。また、お買上げ店と弊社間の運賃諸掛
りにつきましては輸送方法によって（問屋便以外を使用し
た場合）ご負担いただく場合があります。
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規格
＊仕様・規格は予告なく変更することがあります。

送信機 T2ER
（スティック式、2 チャンネル）

送信周波数：27 MHz 帯または40 MHz 帯

変調方式　：AM（振幅変調）

使用電源　：12 V（単 3 乾電池 8 本）

消費電流　：250mA以下

受信機 R152JE
（2 チャンネル、AM 受信機）

受信周波数：27 MHz 帯

中間周波数：455 kHz

使用電源　：6.0 V

消費電流　：5 mA（無信号時）

サイズ　　：25.6×37.7×15.3 mm

（突起、アンテナは含まない）

重量　　　：14.8 g
サーボ S3003
（スタンダードサーボ）

使用電源　：4.8 V または 6 V（受信機と共通）

消費電流　：8mA / 6V 時（停止時）

出力トルク：3.2 kg・cm（4.8 V 時）

動作スピード：0.23 sec/60°（4.8 V 時）

サイズ　　：40.4×19.8×36 mm

重量　　　：37.2 g

FET アンプ MC231CR
/ MC331CR

（バック付 FET アンプ）

動作方式：

　前進、バック、ブレーキ動作が全てリニア方式

使用電源：

　ニッカドバッテリー 6～7セル（7.2～8.4V）

PWM周波数：1.5 kHz（固定）

設定方法：

　プッシュスイッチによるワンタッチ入力。

　設定データは内蔵EEPROMに保存。

電流容量（FET規格）：

　瞬間最大=90A/200A、連続最大=45A/100A

ケースサイズ：

　27.1x33.3x12.8 mm（突起部を除く）

シリコンコードゲージサイズ：

　AWG16/AWG14相当

コネクター仕様：

　（バッテリー側）タミヤタイプコネクター

　（モーター側）ギボシコネクター

重量：44/45ｇ（コネクター、スイッチを含む）

BEC電圧：6.0V

27MHz 帯
（地上・水上用周波数）

27MHz帯について：

本製品は、JEM27MHz帯

ナロー化プロポの型式確認

試験に合格した製品です。

周波数　　バンド
(MHz)　　　No.

26.975　　　01

26.995　　　02

27.025　　　03

27.045　　　04

27.075　　　05

27.095　　　06

27.125　　　07

27.145　　　08

27.175　　　09

27.195　　　10

27.225　　　11

27.255　　　12
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　保　証　書
製品型名 　 ATTACK-2ER
ご愛用者住所　〒（          － 　　　 ）

お名前

TEL             －        －

お買上げ日 年        月        日 保証期間180日間

上記の製品を裏面の通り保証します。販売店印とお買上げ日の記入のないものは無効です。
千葉県長生郡長生村薮塚1080

〒299-4395  TEL. (0475)32-4395

販売店名・印 販売店控票
　　お買上げ日　　年　　月　　日

製品名 　ATTACK-2ER

ご愛用者名

電話番号

ご販売店様へ
1.お客様用控として切りはなして保管
下さい。
2.販売店の署名・捺印を必ずして下さ
い。
3.ご販売の時、必ずお買上げ日を記入
して下さい。

4.裏面をよくご指導下さい。

用語説明

キット
模型などの組立用に加工された部品がセットされ

たもの。

サーボホーン
サーボの軸に取り付けられ、サーボの回転運動を

直線運動に変えて、ロッドに伝えるためのもの

で、様々な形状のものがあります。

サーボマウント
サーボを車体に取り付けるための車体側の台。

ステアリング（ST.）
車の前輪の操縦系統のことです。実車のハンドル

に相当します。

ステアリングスティック
送信機についているステアリングを操縦するため

のもの。右手の親指で操作します。

スロットル（TH.）
エンジンの吸入口にある混合気の制御部のことで

す。開けると（スロットルハイ側）混合気が多く

吸い込まれてエンジンの回転数は上がり、閉じる

と（スロットルロー側）下がります。

スロットルスティック
送信機についているスロットルを制御するための

もの。左手の親指で操作します。

チャンネル
コントロール系統の数を表します。別の表現で

は、いくつのサーボを動作させられるかというこ

とになります。

トリム
車やボートなどの安定走行のための各舵のニュー

トラルの微調整装置のことで、車やボートなどの

くせを修正する機構。

この説明書に使用されている用語について五十音順に簡単に説明します。

ニュートラル
中立という意味。送信機のステアリングスティッ

クや、スロットルスティックを操作していないと

きの中立に戻った状態をいう。

ノーマル
サーボリバース機能などで、ノーマル側（正転

側）というふうに使います。反対はリバース側

（反転側）。

バンド
使用できる周波数の種類のこと。チャンネルとも

いう。

プロポ
現在のラジコンは、送信機の操作に比例（プロ

ポーショナル）してサーボが動くことから、ラジ

コン装置のことをプロポという。

変調方式
ラジコンで使用される変調方式は、AM（振幅変

調）とFM（周波数変調）の2つがあります。ま

た、変調方式とは別に、変調信号をコード化して

送信するものがPCM方式と呼ばれています。

ラジコン
ラジオコントロールを略したもので、無線操縦の

こと。

リバース
サーボリバース機能の場合、リバース側（反転

側）というふうに使います。反対はノーマル側

（正転側）。

リンケージ
サーボと車体の舵の間をつなぐ連結機構のこと。

ロッド
サーボと車体の舵の間をつなぐ棒のこと。
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修理を依頼されるときは
修理を依頼される前に、もう一度この取扱説明書をお読みになって、チェックしていただ

き、なお異常のあるときは、次の要領で修理を依頼してください。

＜依頼先＞
 双葉電子工業（株）
ラジコンカスタマーサービス
 〒299-4395 千葉県長生郡長生村藪塚1080
 TEL.(0475)32-4395

 双葉電子工業（株）
関西地区ラジコンカスタマーサービスセンター
 〒577-0016 大阪府東大阪市長田西3-4-27
 TEL.(06)6746-7163

＜修理の時に必要な情報＞
トラブルの状況をできるだけ詳しく書いて
修理品と一緒にお送りください。

 双葉電子工業株式会社　無線機器営業グループ　TEL.(0475)32-6981

 〒299-4395 千葉県長生郡長生村薮塚1080

©FUTABA CORPORATION　2010年11月　初版

●症状（トラブル時の状況も含めて）
●使用プロポ（送信機、受信機、サーボの
型番）
●搭載車体（車体名、搭載状況）
●お送りいただいた修理品の型番及び個数
●ご住所、お名前、電話番号

＜保証内容＞
保証書をご覧ください。

●保証書の範囲内で修理をお受けになる場
合は、修理品と一緒に保証書を送付して
ください。この場合、販売店印と購入日
付の記入があるもののみ有効です。

故障かなと思ったら
下表のチェックを行ってください。それでもなおらないときは、サービスセンター迄ご連絡く

ださい。

送信機
●電池
　電池切れ 乾電池を交換する。

　入れ間違い 極性表示どおりに入れ替える。

　接点の接触不良 接点バネの変形があれば直す。

　接点のよごれ 乾いた布で拭き取る。

●アンテナ
　外れかけ ロックするまでネジ込む。

　全段伸びていない 前段伸ばす。

●クリスタル
　抜けかけ 押し込む。

　バンド違い 送受信機のバンドを合わせる。

　指定と異なる 指定のものに替える。

受信機
●電池
　電池切れ 乾電池を交換する。ニッカド電池

を充電する。

　極性間違い 極性表示どおりに入れ替える。

●アンテナ
　他の配線と近い 他の配線と分離する。

　カットしていないか 修理依頼する。

　束ねていないか 説明書の指示に従って張る。

●クリスタル
　抜けかけ 押し込む。

　バンド違い 送受信機のバンドを合わせる。

　指定と異なる 指定のものに替える。

コネクタ接続
　配線違い 差し替える。

　抜けかけ 押し込む。

リンケージ
　ひっかかりやたわみ 車体側で調整する。

　動きが重くないか 車体側で調整する。

モーター（電動の場合）
　ノイズ対策 ノイズ取りのコンデンサーを必ず

付ける。
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